
７ 京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き

京都市のすべての子どもたちのために

質の高い幼児教育と小学校教育の連携・接続
の実現!!

京都市の全ての小学校区で

架け橋期の保育・教育の充実に向けて
                  取組を推進するための手引書

架け橋プログラムの理念と京都市の方針
研究ブロックと実践研究校等の３ヶ年の成果と

具体的事例の発信

※ 「京都市 幼保小の架け橋プログラム 手引き」は、
 右の二次元コードで、ご覧いただけます。

，
 

ヽ

幼

ヽ ノ

／＇ ヽ

ヽ ヽ



理論編（p.3～p.30）

○架け橋プログラムの意義と
京都市の現状と方針

〇架け橋プログラム方針 Q&A
〇京都市版フェーズ
〇具体的な進め方
〇年間計画モデル
〇小学校における連携・接続主任の役割
〇幼児教育と小学校教育のつながり
〇京都市「架け橋期のカリキュラム」例の解説

〇京都市「架け橋期のカリキュラム」例

『京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き』 の構成

架け橋プログラムの理念
組織的・持続的に推進するための方策

〇３研究ブロックの研究概要
【組織としての推進事例等】

〇幼児期の学びの芽生え
〇スタートカリキュラム
〇つながりのある保育・授業
〇子ども同士の交流
〇大人同士の交流

【保育・授業、合同研修会等の具体的事例】

〇参考資料
〇京都市架け橋会議の３年間の取組

実践編（p.31～p.102）

より具体的・参考事例の提示
具体事例を今後もグレードアップ

７ 京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き



７ 京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き

理論編  Q&A 実践編 つながりのある保育 実践編 子ども同士の交流

I 京都市における幼保小の架け橋プログラムの方針‘”'E 公 匿
「帽子取り」
～体を動かす楽しさを味わい、チームの仲間と協力、葛藤する～

5歳児 9月 体育科へ

、? /0し、 ：らこ こ二：三三）すこいます。

〇 紐（小学校）は、どこの就学前施設と行えばいいですか？

」 r、1

〇：誓攣疇五ll霊芦こり
〇 本校の校区には、就学前施設がないのですが、どうすればいいですか？

。 中学校区内の他の小学校と相談して、連携・接続する対象の就学前施設を調整して
も格いません。
また、小中一貫教育との関係で、中学校区内の他の小学校と一緒に中学校区内の
就学前施設と速携・接続を推進することも可能です。

。 本校Aは小規模校で、校区内の多数の就学前施設との連携・接続は 』， 噸`|、

難しいです。どうすればいいですか？ — 

竺言詈芸且言［量：どな二1
することもできると思います。

' /0呼（さ、これまでも校区外の就学前施設D園と連携を進めているのですが、

ム` とっすればいいですか？

、こ::/ 0芯仁芦誓？□霜ご閾忍てや霜孟盆ょ孟芯認孟ば．芦靡ば口う。

。 本園は、上記の小規模A小学校区内にある保育園です。本園では、A小学校に入学

するより、違うE小学校に入学する園児が多いです。どうすればいいですか？ へ

匹言喜言ご：校とも相談しなが'::,;芝。；；v
架け橋プログラムの基磯墓本その1 ••まずは連携•接続する園の確定

C小学校の管理譴（校長先生）がイニシアティブをとり、校区内の全ての就学前施設や近隣の小学校

に連絡し、連携•接続する園を確定しましょう。

C幼保小の管理職同士が、持統的に話し合える体制を構築しましょう。管理職の異動があっても、

幼保小との関係が変わらない体制の構築が大切です。

-s-

一
• 体を動かす心地よさを感じ、様々な感憐体険をしたり、友達と協力したり、作戦を考えたりして、

チームの仲間と心をつなげる楽しさを昧わう。

•先生対子どもで唱子を取る遊びを始め、体を動かして遊ぶ楽しさを十分味わう。
（様々 な体の動きの経験）

・繰り返し遊ぶ中で子ども同士が遊ひ始め、遊びのルールができてい＜o(l.I!範意菌の芽生え）

・チームに分かれて遊んでいく中で、宮藤場面が出てきて、様々な感膚を体験9る。（気持ちの調整力、協同性）

〈帽子取り〉

• 相手チームの唱子を取る

・帽了を多く取ったチームの勝ち

・時には陣地あり、時には陣地なし

• 2チーム⇒3チーム（巴戦）

・時には全員で実施、あるいは

・ルールは、子どもの必要感からそ

（例：「転んだ園児の憾子は取らない

わざと転んだ坦合は取っても

相手の帽子を取ろうと本気で追いかけ、狙っている チームで力を合わせて取ろうとする。

保育を振り返って

思いきり体を動かす心地良さや様々に体を動かす楽しさを十分味わえる虐子取比一人一人のめあてによっ

て、新しい動きが引き出され、洗練され自分のものにしていく。楽しいからもう一度やりたいと遊びが継続して

いく。また、その中で、スリル感やチームの仲間との思いの通い合いや協力、喜びや悔しさ等様々な感情を体験

している。同じめあてをもち、力を合わせたり、思いを重ねたリする経験が積まれている。

生活科「京都御苑の交流からの授業・保育展開」
～秋の自然物を使っての遊びや遊びに使うものを作る～ 5歳児・1年生 11月

- 5歳児：御苑で集めた木の実や葉っぱなどを使って遊ぶことを1年生と一緒に楽しむ。

1年生：5歳児を招待する「あそび大会Jのために、秋の自然物を使った遊びを考え、

工夫してコーナー作1)をする。

ー ・オンラインで作品紹介の交流をした後、「幼稚園、保育園の友選と一緒に遊びたいねJ「僕

がつくったけん玉を見せてあげたいな」等の声が1年生から上がり、「あそび大会」に5歳児

を招待することになった。

→自分たち(1年生）の願いを実現するために主体的に活動＝「あそび大会Jへの意欲

•本時まで1こドングリや松ぽっくり、枝や落ち葉等の素材に存分に関わる時間をもち、紐や

カップ、ボンド等子どもが使いたい材料を用恵した環境設定。

→子どもの必要感からの環境設定

• 5歳児と1年生が、互いのつくったものを見せ合えるように、単元の始めから幼稚園とオン

ラインでつなぐ。→子ども同士の関わりの継続、活動のつながり

（ 単元「あきとともだち」の始めから幼保小のオンライン交流 ） 

（小学校の「あそび大会」に5歳児を招待する、 1年生がつくった遊びのコーナーで1年生と一緒に遊ぶ授業）

r 
交流を振り返って

ヽ

御苑での交流後からオンライン上ではあるが、5歳児が考えた遊びを1年生に紹介したり、 1年生がつくったものを

見たりして、ともに剌激を受けて巳々、遊びが続き、1年生が発案した「あそび大会」への意欲につながった。「あそ

び大会」では、具体的につくったものを見て 5̀歳児は、より興味をもってコーナーで遊んだり 1̀年生にリードされた

りし親しみや憧れの気持ちをもちながら楽しんでいた。1年生は、楽しんでもらいたい、作岳を使ってもらいたいな

ど個々に考えて関わり自 分たちが開催した「あそび大会」を5歳児が楽しみ、喜んでいる様子をみて、達成感や満

足感、自信ICつながった。5歳児のためにという相手意識をもちながら取り組む様子に1年生の成長を感じた。
ヽ ノ



京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P8・9

８ 成果と課題 （進捗状況）

幼保小連携・接続の進捗状況（フェーズ）
フェーズ フェーズ1J 基盤づくり (10項目） •~ フェーヌ盆 連携•接続の実施（11 項目） →~ フェーヌ⑤ 連携•接続の充実 (8項目） →~フエーズ旦仇狙呂 持統可能な連携・接続 (8項目）

口校園長が中心となり、連携・接続の対象園・学校を確定

体（P.1O)(Pointlー）

閂□（市立幼稚園・小学校）教育指導計画書に幼保小の連

く 携・接続の具体的取組を記載

g □幼保小運携・接続主任など、担当者の決定

情

報

共
有 1n入学前の新1年生または入学後の1年生の構報共有

(P.11) [ •Pointi)

n目指す子ども像などを共有するための架け橋ミーデ

ィング（合同会議）の設置・実施（P.10) (•四四．）

LJ架け橋ミーティングにおいて、幼保小の取組に関する

年間計画の作成（P.10、16、17)

口各校園の連携・接続主任などの担当者の役割の明確

化と実賎（P.18、19)

n自校園の教職員対象の「幼保小の連携・接続Jに関する

校園内研修の実施(P.10)

LJ幼保小間でより綿密な入学前後の1年生の情報共有の

実施（保育授業参観を通しての共有）（P.11)

施実の学入日半⑱
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口行事予定等の配布物の交流

□生活発表会など、幼保小の学校・園行事への教員・保育者

の参加・参観
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n⑮5歳児がより安心感をもてる半日入学の実施

(P.13、62)¥.Pul『llS:

ロ⑱新入生（1年生）がより安心感をもてる入学式の

実施(P.13 、 63) C~)

LJ⑱幼児期の育ちや学びをより意識し工夫したスタ
ートカリキュラムの実施(P.13、64~69)I、•POlnt的

ロ スタートカリキコラムの保護者への発信（P.13)

□公開保育・公開授業の開催(P.11)(°Pointi: 

n目指す子ども像の具現化に向けた取組改善と年間計画

の見直しのための架け橋ミーティングの実施

(P.10) (~竺）`

口幼保小の教員・保育者が気軽に話し合える機会の設定

と仕組みの構築

口 「幼保小の連携・接続」が、自校・園全体の取組となるため

の校園内研修の充実と仕組みの構築（P.10)

口子ども同士の交流(5歳児と1年生）の実施（P.14)
'Point8, 

口幼保小での保育内容・教育内容についての合同研修会

の開催(P.12、92~94)伍oint1立

口 架け橋プログラムの改吾・充実のための架け橋ミーティ

ングの定荒•発展 I’忘丁り

R…小学校で行う取組

\9-•POInt●＼幼保小の架け橋プログラムを進める4つのフェーズの中から、中核となる16の

取組を厳選し、概要版にまとめています。

ロ スタートカリキュラムの就学前施設への公開と享後協議

の実施(P.13)

ニ公豊阪育公開授業の事後研修会を充実(P.12、92~94)
•.Point11) 

□小学校との接続を意識した保育実践と幼児期の育ちゃ
学びを意識した授業実践（P.12、56~79）（元下：＼

口互恵性のある交流に向けての工夫(P.14、80~89)

（幼保小交流活動参観シート(P.97) の活用） ：•Poinl1 砂

口 「幼保小の運携・接続」が、持続的、発展的な取組となる

ための自校園の組織体制の構築 (Point14)

口架け橋期のカリキュラム作成と検証・改善(P.11)

（参考京都市架け橋期のカリキュラム例P.24~29);Point16j 

ロ スタートカリキュラムや普段の保育・授業の公開と事後

協議など、幼保小が互いの保育・教育を理解するための

合同研修会が定着し、持続的に改善•発展できる仕組み

の構築

口 子どもが主体的に学ぶ（遊ぶ）姿が見られる「主体的・

対話的で深い学び」のある保育・授業への改善・実施

(P.12、56~79)〈面詞）

口 互恵性のある子ども同士の交流に関する PDCAサイク

ルが確立し、持続的に改善•発展できる仕組みの構築

口 互恵性のある子ども同士の交流だけでなく、子どもの

自発的な交流が生まれる環境づくり(P.14)

n自校園内、および幼保小全体で交流学習等について、

改善や発展の方向性を共通認識

参考資料：幼保I」1(J)「架It稿プログラム」実践のためのガイド（湯川秀樹・山下文ー監修）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全市

14校

① ② ③ ④ ⑤フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３ フェーズ４ フェーズ１未達成

(6校) (4校)
(フェーズ４の4校中、3校が研究校)

(92校) (49校)
(8校)

(5校)

(4校)

・一部の学校では成果が上がっているものの、全市的に見ると未だ不十分
・全市立小学校での架け橋プログラム推進の必要性

(4校)

(14校含)

８ 成果と課題 （進捗状況）

幼保小連携・接続の進捗状況（フェーズ） R6.12月現在

・全市の約90%の学校が、フェーズ1～フェーズ2。
・フェーズ3と4（13校）の約6割が、研究校と実践研究校(8校)。

ー
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京都市の架け橋プログラムに関する調査（R6.12月実施）

R6年度の連携・接続の現状（複数選択） 7年度以降の方向性

［指定３年目］

研 究 校
（３校）

・①～⑱のほぼ全ての内容を３校が実施。
・平均 17項目/18項目 の実施。

（R5時点でほぼ全ての取組を実施）
⇒持続可能な連携・接続になるよう充実した取組を実践

「フェーズ４ より持続可
能な連携・接続」
⇒取組が停滞しないよう
中長期目標の設定が必要フェーズ４

［指定２年目］

実践研究校
（11校）

・①情報共有 ②半日入学 ③スタートカリキュラムの実施
  ⑬５歳児と１年生の交流 ⑯学校行事への参観 は80%以上
・③スタートカリキュラムの実施 ⑤日程調整 ⑦幼児期を意識した

授業実践 ⑫連携・接続の校内研修 ⑬５歳児と１年生の交流の
５つの取組が前年比10P以上増加
⇒R5年度より一段階進んだ幼保小の連携・接続の取組を実践

「フェーズ３
連携・接続の充実」に向

けて取組の充実
⇒保育・教育の相互理解
をより進め、持続可能な
取組へフェーズ２～４

京都市全体
（158校）

（14校含）

①情報共有  ②半日入学  ③スタートカリキュラム ⑱配布物の交流
の順で多い。(99～65%)
⑬５歳児と１年生の交流 10P増加。 ⑬⑭を合わせて６４％

⇒子ども同士の交流が増加
・③スタートカリキュラム は、横這い(63%→65%) ⇒大きな課題

⇒連携・接続の取組は微増⇒研究校・実践校以外の学校は横這い
⇒研究校・実践研究校との取組に大きな差

「フェーズ２
連携・接続の実施」に向

けて取組の推進
⇒連携園との新たなコ
ミュニティの構築と地域
実態に合った取組の実践

フェーズ０～４

８ 成果と課題 （取組内容）



0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

① 接続する幼児教育施設の先生との関係性や交流の在り方の変化

② 自校の教員の意識改革

③ 自校の授業改善

④ 自校の子どもの生活や学びの様子の変容

⑤ 円滑な学級経営のスタート （R6 追加項目）

⑥ 登校渋り（行き渋り）の児童数の減少 （R6 追加項目）

⑦ 児童同士のトラブルの減少 （R6 追加項目）

⑧ 保護者からの声

⑨ 効果を実感していない

14校 R6 幼保小の連携・接続の効果

８ 成果と課題 （効果）
設問18   貴校では、どのような点から幼保小の連携・接続の効果を実感していますか。当てはまるものを全て選んでください。

86%

・研究ブロック校、実践研究校の実践が、架け橋期の保育・教育にとって有意義なもので
 あること（効果）を実感している。
・幼保小の新たなコミュニティの構築を大切にした取組になっている。

57%

43%

71%

50%

57%

21%

29%

0%

r ヽ
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① 幼保小の教員・保育者のつながりができた。

② 互いの教育・保育の理解が深まった。

③ 幼児期の育ちを小学校教育に活かすことがで
きた。

④ 架け橋期の発達を知り、授業の見直しなどの
実践につながった。

⑤ 架け橋期の発達を知り、学級指導・生徒指導
に活かすことができた。

⑥ 地域の子どもの実情や地域の幼保小の連携
の実態が分かった。

⑦ 自校、または自学年等のカリキュラム改善につ
ながった。 （研究校:設定せず）

① 子どもが安心して登校し、小学校生活に適応
することができた。

② 交流・連携により優しさや思いやりの気持ち
を育むことができた。

③ 交流・連携により子ども自身が成長を自覚し
たり、自己肯定感を高め、自己発揮する姿が見ら
れたりする場面があった。

④ 交流・連携により異年齢の子どもや友達とか
かわる力を育むことができた。

⑤ 交流・連携により子どもの学習意欲が高まっ
た。

⑥ 架け橋期の発達に沿った教育が充実したこと
によって、主体的に小学校生活に取り組むように
なった。

8  成果と課題 （教員や子どもにとって良かったことや変容 ）
設問19 今年度の幼保小の連携・接続の取組を通して、教員
にとって良かったことや変化はありましたか。当てはまるもの
を全て選んでください。

設問20 今年度の幼保小の連携・接続の取組を通して、子ど
もにとって良かったことや変化はありましたか。当てはまる
ものを全て選んでください。



教師にとって良かったこと 子どもにとって良かったこと

［指定３年目］

研 究 校
（３校）

・①教員のつながり ②互いの教育・保育の理解
③幼児教育を活かす は、年々増加または横ば
い。 特に②は(80%)は高数値。

・④授業の見直し ⑤学級経営・生徒指導への活用
は、結果としては前年からやや減少しているが、
着実に取組は充実。

・①安心感と適応 は、横ばいだが約70%の高い数
値。 ③成長の自覚、自己発揮 は、10Pの増加。

⇒「架け橋の効果」の結果に反映。
特に、「行き渋り児童」の減少や子どもの変容、
教員の意識改革 につながっている。

［指定２年目］

実践研究校
（11校）

・全ての項目で、R5より回答率が増加。
・③幼児教育を活かす ④授業の見直し は、20P
以上増加。

・①教員のつながり ②互いの教育・保育の理解
は、90%以上。

⇒連携・接続の取組が進み、その成果を実感。
⇒まず授業・保育改善に取組み、その後、持続可 

能な取組につなげることが重要。

・①安心感と適応 ②優しさや思いやりの気持ち
 ③成長の自覚、自己発揮 ④異年齢児童との関
わる力 の４項目を、半数以上の学校が実感

・①安心感と適応 は、前年比37P増加。
・⑥主体的に取り組む姿 を３校が回答(R5は0校)
⇒実践校の取組が進んでいることが、「子どもの変
   容」からも見取ることができる。
⇒「架け橋の効果」の結果に反映。（研究校同様）

⇒指定3年目を迎え、取組は充実している。R4からR5には、授業や取組が大きく見直され、その変
   容が際立った。が、R6の取組は前年(R5)と比較すると取組の大きな見直しは少なく、際立った変
   容が全ての教職員には感じにくくなっている。しかし、R4との比較では全ての項目が増加。
⇒より持続可能な取組にするために、教育（保育）の質の向上に向けた中長期的展望の設定や、より

組織的な取組にするための全校・全園体制や研究体制づくりが必要。

8  成果と課題 （教員や子どもにとって良かったことや変容）



9 全市実施に向けて今後の展望 （持続可能な取組にするために）

○全ての小学校区で、幼保小の新たなコミュニティの形成が取組の第一歩。
○全ての小学校で、スタートカリキュラムの取組内容（期間も含む）の充実・改善。
○全市が、実践研究校を身近なモデルに、研究ブロックを最終的な目標として取組を推進。

⇒理想的な進め方… 実践研究校の進め方⇒研究ブロック校の進め方
⇒実践研究校の具体的事例以外に進め方（取組経過等）を発信。
⇒研究ブロック・実践研究校での具体的な成果を発信し、必要感・重要感の向上を図る。

○全ての幼保小で、主体的・意欲的に学ぶ（遊ぶ）ことができる保育・教育の創造 （質の向上）を目指す。

全小学校区の取組

・子ども若者はぐくみ局と教育委員会が連携し、取組検討会議（カリキュラムや自治体による支援施策等の検討）を実施
・幼保小の架け橋コーディネーターを希望する市立小学校や民間を含む幼児教育施設へ派遣
・幼保小の架け橋コーディネーターの育成・・・架け橋スーパーバイザーによる架け橋コーディネーターへの指導助言

※架け橋スーパーバイザーは、大学教授等の有識者を想定

・実践を牽引する小学校等の研究指定の継続
・公立幼小の管理職悉皆研修の継続（幼児教育施設への動画配信の継続）
・保護者向け啓発講座の継続
・研究指定校の取組や市内外の参考事例等の発信
・学校園を対象としたアンケート等による状況把握
・幼保小連携・接続窓口一覧の配布（担当者変更に対応するため、毎年更新し発信）

自治体としての取組



おわりに

ご清聴 ありがとうございました

京都市幼保小架け橋シンポジウム
日 時：令和７年２月１４日（金） ９:３０～１７:００

（午前）
第１部 分科会 （公開保育・授業、研究報告）

 会場 御所南小学校・下京雅小学校・竹田小学校 他

（午後）
第2部 全体会 会場 ロームシアター京都

実践発表  パネルディスカッション

特別講演 白梅学園大学 名誉教授 無藤 隆 先生

アーカイブ配信視聴申込

【申込期間】
令和７年２月２８日（金）
まで

【URL】
https://forms.gle/Ti66fsd93DdBWzYG7

当日申し込みは終了

熙慕や回



（参考資料1） 御所南小ブロックの架け橋期のカリキュラム 

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P38より

「ひと•もの•ことを大切にして未来に輝く子どもの育成」～感じ考え思考するそして論理的思考へ～ 御所南小ブロック

ー

3
8
9

共道の視点 5歳児

月 4 5 6 7 8 ， 1 0 1 1 1 2 1 2 3 

| 遊びのおもしろさ楽しさを感じながら好きなことを満定するまで楽しむ

自 分 と 向 き 合 っ て 考 え る ＇ 

友達と協力して考える
| 

目指す 子ど もの姿

互いの考えを尊重し、共に考える

友 達 と 協 同 し て 考 え を 広 げ 、 深 め る

小学校に期待をもっ

0園生活の中 で 自 分 の 好 き な ◎ 自分の思いに向き合い、試し ◎ 興味のあることをもとに(R )、 ◎ 友達と互いの考えを認め合い、 ◎ 自分の意見も出しながら友

遊びをみつけて、満足いくまで たり工夫したりする 好きな遊びを友達と一緒に楽 折り合い、協力しあって涌蒻幻を 違 の 意 見 を 聞 き、直罪 厨して遊

子ども たちの経験・遊び
十分に取り組む 〇 友 達 の様々な思いに気付き、 しみ、アイデアを出し合って遊 受け合いながら（⑮ ）共に遊びを びを進める

互 いに思いを出し合って湮 園 り びを発展させたり、広げていっ すすめ、1溝定感や違 成感Iを感じ ◎叫学校との共通点」を感じ

＇ する たりして、実現（⑧ ）する (@ ）る
.た....り....、..見.....つ.....け....た.....リ...し....て.......（.⑰.....⑳....）.. 

------------------------------------ l」＼学校に期待をもっ

◎ 子 ど も の 思いを感じ取って 0相手の思いを代弁し、様々な ◎ 子どもが困ったり、忠いが通 〇 意見を聞き合える機会をもち、 c 楽しいことも悲しいことも

ほ旦蚕］し（① ）、引き出したり、共
......................................................... 

一人一人のIアイデアを生かして1思いを感じ取る らなかったリした際は、互いに 様々な感情を共有することで
-・ ・冨ー一・-・ ・ -・ ・ -・ --・冨冨一・-・ ・ -・冨一・一冨・冨冨ー・-・ ・ → • ・冨・一冨一..-. -. 

に探ったりして興味のあること ◎ 子どもの多様な考えを受け （⑪ ）意 見を言い合える機会を 遊びが展開していくようにした ；；架めていけるようにする

を 見 つ け、1期待［をもって生活 止める もち、自分の思いを言葉 にして
..り...• (• • ⑰-•ー雪 )•--、・• 自--• -分・• -• -の-• ---忠・• -•ーい・・..と.・・・共・· • • -に•ー・・友.....運••• 

c叶小学校し安心し、期待 Iを

できるようにする（全） ◎ 子 ど も の 忠 い に 国函］し（② ）、 1云えられるようにする の意 見に納得 して折り合えるよ もてるように、小学校で知って

思考力を育む
................................. ------------------------------------------------・● 
0先生も一緒 に 遊 び を 楽 し み、 自分で氣1立し．沈辺 （③ ）、考えを ◎ アイデ‘アが実現していける う1こしたりする いる物や人を見つけたり、つな..............................ー・・．．．．．．．．．．．．..............

保育者の関わ り 子．．．．ど．．．．も．．．．．が．．．．．虔．．．．．心．．．．．．1．し．．．．た．．．．り．．．．、．．．H．．言．．．顆．．．．．関．．．●● り、友 達 との関わりをもって共に ような方法を先生も共に考え がったり（⑰⑳検診・半日入学・ー・．．．．．．．．．．．．．一
係 Iを築いたリする（全） 進めることができ（⑤ ⑦）るよう たり、 こ 矛ぽ で の 終 験 を 生 かl 交流）する
--・--------------・------------------
〇 子どもの興昧のあることや 閲見守りに肯定的に受け止める したり（⑧⑭⑮⑯）、子ども達の-......... -.............. -.............. -................ -.. ー・・・・-..ー・ ．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．＋ 
好きなことを取り入れ、（全） アイデ‘アを広げたリ、つなげたり
----------—疇一冒—-冒------疇-----冒------疇----冒--
好 き な 遊 び を十分に楽しめる （⑨ ）して1イメージを共有 I（⑬ ）..・＇．．．．．．．．．．．．． ー・．．．．．．．．．．．．．ー・．．．．．．．．
ようにこでrそ5 する

〇 多様な遊びが実現できるよ ◎ 自分なりにじっくりと試行鑓 ◎ 子どもたち自身が環境構成に ◎ 友還同士で（⑲ ）様々なアイデ ◎.ク.. . .ラ....ス..・ • ・ な・• ・ ・ ど•・ ・ ・ ・ 宣・・ ・ ・ ・ 回・・ • ・ ・ • ・ で•・ ・ ・ 取・・ ・ • ・ リ・• ・ • 組・• ・ •み・・・ ・ •• 、....................... 
うにこれまでも使用してきた物 誤し（⑤ ）たリ、工夫したりできる 参 画できるような時間と空間を アが長期的な視点で実現でき 自分と友達の成長を感じ、みん

・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

忠考力を育む や遊びに必要な物（① ）を準 備 よ う に す る 空 間 や 時 間 を 用 意 す 確保 す る I遊び仲間の拠点Iとなる場（⑲ ) な で 相 談 し な が ら 進 め ら れ る 場......・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． --------・-・ ---------------... ------・ -----・-・ ---・・-・ --------

環塙構成 する る ◎ アイデアを共有できるように や、子どもの時間と空間を確保 を用慈する。．．．．．．．．．．．＿．．．．．．．．．．．． 
c洩注びをじっくりと楽しめる時 ◎ 遊びから出た必要な物、本な 遊びの場や機会、道具などを準 する 0小学校への期待をもてるよう.............................................................. 

な交流の機会をつくる間と空間を用意する ど‘を準備する（②③）） 備する（⑦⑧⑨⑪）
--------------------------

子と‘もの交流 ごしょであおう！ スポーツフェスティバル 禾火の御所 あきのあそび 学校は楽しいよの会

※数字はカリキュラムマネジメントの元となるエピソード番号 点 線 部 分 は 見 直 し た 箇 所 コ は重要なキーワード



（参考資料2） 御所南小ブロックの架け橋期のカリキュラム 

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P39より

「ひと•もの·ことを大切にして未来に輝く子どもの育成」～感じ考え思考するそして論理的思考へ～ 御所南小ブロック

J

r-

共通の視点 J」ヽ 学校1年生

月 5 （合和斗的） 7 （合科的•関連的）
I 

4 6 8 ， 1 0 1 1 1 2 1 2 3 

l | 感じる つながる 自分 から 未来を切りひらく子ども

先生や友達との関係を築く
l 

I>  ＇ 知 っ て い る 友 達 か ら 輪 を 広 げ る | 
目 指す子どもの姿

遊 び や 学びのプロセス
小集団の中で安心して自己を発揮する

’ 
、

成長・自立
ク‘)レー プ活動を取り入れ、クラスメイトとして新たな友違関係を築く

． 行事を通して、学級の一員としての意識を高めていく

し 安 心 1年間の自分の成長を振り返り、 2年 生 に な る と い う 自 覚 を も つヽ ~ ~ 」

・I知っていることやI好きな遊びlから始め •分析的に考える（見つける、比べる、例 ・創造的に考える（試す、見通す、工夫する） 4相手意識Iをもって活動する

| 否（① ） える）（③ ） ・様々な事 象と関連1寸ける
--- -------------------------------------------------

小学校の 生 活 科 を Ill ・知りたい、見たい、調べたい、確かめたい 沐目手や自的に合わせて表現内容や表現 4無自党 なものを自寃化Iする ((3))

中心とした ・実感の伴った言 葉で表す 柱良式を考える
................................................................. 

~ 

•”” 

各教科等の単元構成等 活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、それらの関わり等に気付くとともに、生活上必要な習噴や技能を身につけるようにする。

身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活について考え、表現することができるようにする。

身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり、生活を翌かにしたりしようとする態度を養う。

・保育者の関わり方を知り、子どもと一緒 ・1←れまでの軽認か到 解決策を考えIた ・子どもの意 見や考えをつなぎ、子どもとともに創造す ・成長した自分に気付き、今後の自分

思考力を育む
に造び‘、H言頼関係Iを築く（① ） リ、友だちとI~緒に考えl たリ、本で調 るようにする ((1)③ ） の成長におもいや願いがもてるよう

・やってみたい、できるようになりたいと べ‘たリすることができるようにする にする

指導者 の 関 わ り 忠えるようにする （（i)) 

うなずく・共感する・納得する鵞く・広げる・ほめる・伝える＜子どもと共に〉

4ブロック 1やげ斤り甜£ | 、 | ~カヽいそうオつttの机 I 、 」＝ 人 組I、1グループ活動I •自分や友達、教師、ものとの関わりの中で、「気付き→ •一人一人が以前の自分より向上し、
机 の 無 い広 い場・・・所・・・・で・・・・・の・・・・活・・・・・動・・・・・・(・・・|・―・・就・・・・・・・・・・学・・・・・・・・前・・・・・・・・・施·•· •·•·•· • ・子どもたちの気 付きを1視覚的にわかり

............................... 
考え→ 行動する」ができるような場とll寺閻 成長したことに気付けるような霙境

設に近い藁境I作 り でI安 心 感Iを も ち 丘 や すぐ まとめた板書 ・頃式イテ甜輯呉したり、友達と考えを深めたし）できるような場

思考 力を育む
己発揮Iできる） •一つ一つに 1 じつくり 1 と関わったり、薩豆

（③ ） ........................................................................ 

--------------------------
返 関わったりできるような時間

践尉負村髯用t
・学習のきっかけ作りとなる掲示

・？！玄 などを使用した板書 •国りを共有し登決策をみんなで考え否

•おもいや願いがふくらむ学習活動 総呈験（② ）

人•もの·こととの出会わせ方を工夫する 具体的な体験や活動を行う 子どもの姿を丁寧に見取り、働きかけ、活動の充実につなげる J 
1卸苑で一緒に遊ぶ（ごしょであおう！） スポーツフェスティバル一緒にダンス（招待） 学 校は楽しいよの会（招待）

子ど もの交流
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・-・・・・・・・-・・・・・ー・＿．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

禾火の1卸引］で：一綽引こ辺ぶ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

あきのあそびを一緒に楽 しむ（オンライン・招待）................................. 

※数字はカリキュラムマネジメントの元となるエピソード番号 点線部分は見直した箇所 口 は重要なキーワード



（参考資料3） 下京雅小ブロックの架け橋期のカリキュラム 

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P46より

架け橋期のカリキュラム (5歳児） ：は名視点における年度当初の子どもの姿
・------、
： ：は各視点における年度末の子どもの姿 下京雅小学校ブロック

ー

4
6
ー

共通の視点 5歳 児 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【奈斤しい環境（こ安心、年塁になった宮びと自党 1 【遊び 友`達の広がり 目`的の共有】 【皆で楽しむ満足感、小学校への期待 I
ね ら い 友達と関わって遊ぶ中で、思いを出し合いながら遊ぶことを楽しむ。 自分のめあてや友達と共通のめあてをもったり 、遊びを進めたりすることを楽しむ。 共通の目的をもって協同して遊びを進め、満足感を味わう。

年長児になった喜びを感じ、自立をもち、生活を進めようとする。 小 学生との交流を通して、小 学校への憧れや進学への期待を感じる。 自分や友還の成長を感じ、 1年生になる期待をもつ。

【生う舌）新 しい環 境での生活の仕方がわかリ｀安心して四生活を楽しむ 。 【生活】国分の思いや考えを言葉で1云え、クラスで話し合 い｀遊びを進める楽しさを 【生活］これまでの生活を振リ返ったリ｀年中児に生活を引き継いだリして

内容
【友達1年長児になった自覚をもち、異年齢児とのふれあいや関わりを楽 味わう 。 成 長を目覚し、目はと期待をもって修了する。

しむ。気の合う友達と思いや考えを伝 え 合 い 共通の目的をもって 【友遥）友達と共適のめあてをもち、力を合わせたり｀役割を分手旦したりして遊ぶ‘こ 【友連】友連と共道の自的に向かって力を合わせて滋びに取リ組み、達成感
遊ぶ楽しさを味わう。 とを楽しむ 。 や 充 実感を味わう。

友達とルールを考えたり、守 ったりしてルールのある遊びを楽しむ。

回
小 学 校と 就学前 施設 の担任同士で 小`学生との交流について，具体的な 小学校のフェスティバルや交流活動などに参 加し小学生との関わりを 楽しむこと 安 心して進学することができるように一 人 一 人の育ちを共有するとともに

器
計画をする ができるように事前、事後に担任同±で打ち合わせをする。 小 学校に伝える。次年度の交流の計画を立てる。

置 家瞑訪問や慈談会 で 保 護 者 の 思 い や 子 ど も の 家 底 での遺ごし方などを 子 ど も 同 士 の か か わ リ の 深 まリとともに思いのぶつかり合いなどもみられ るが、 一人一人の子どもの成長を共に喜び、保護者も小 学校への安心感と期待を

把握し、追びや関わりに生 かす 。 学びや成良 につながることを伝え理解1こつなげる。 1寺つこと力ゞできるようにする。

r-------------• 
色 水などの素材での遊 び な ど で 友 達 どうすればみんなで思いを合わせて遊びを進めていくことができるのか、自分の忠 経験を活かして、より自分の思いを実現 ・-------------・ 

： 身近な日境に 興 味 を ' ： 身 近 な 環 均1こ輿味を ' 
盤

I に思いを伝え、繰り返し様々な方法を いを伝える。道徳性・規範意 識の芽生え できるものを工夫してつくったり、友達 I 

I もって関わり、繰 り返し 1
試しながら遊ぶ。様々な閑坦に自分か や りたいことに強い思いをもち、よリ本物琴くなど、自分のイメージに近づくことが からの刺激を取り入れながら、試行 錯誤 ， もって関わり、試したリ ， 

す ： ゃってみようとする
I 

＇I 考えたりしようとする 。 ＇I I らかかわって遊ぶ。思 考力の芽生え できるよう友達と思いや考えを伝え合いながら工夫しようとする。 協同性 した りする。豊 かな感性と表 現

ん
L - - - - - - - - - - - - -』 L - - - - - - - - - - - - - .. 

§ 贄
子どもが進める遊びを受け止めながらイメージや思いを実現できる 自分のめあてをもって遊ぶことができるように思いを確かめたり、励ましたり、 自分なリに感じたことや考えたことが集団の中で生かされるよう助言する。
ように方向付けや捉案をしていく。 認めたりして関わる。

毘 令まで経験したことがある材料用霙に加え、遊びの様子 を見ながら新 目的をもって製作したり協力して遊んだりできる場や要求に応じられる材料や用具` イメージを膨らませて表現したくなるように絵本や図鑑など子 どもの要求に

たなものを考えて出したり、場をつくったりする。 器具などを用意する。 合わせて用意する。

r-------------.. 
運動会の行事や、交流活勁などで閲わりをもっている1年生や他学年の小学生、 お正月の遊びや楽器遊び、劇ごっこの遊び ・-------------・ 

' ， 友 達 や 先 生、様々な
• 友達と一緒に、互いのしたいことを受け

9 ， さまざ•まな人 •もの•こと 9 ， ' 入れながら、遊びを進める。 他の就学 前施殷の友達などに思いを馳せ｀心を寄せて遊んだり、楽しさや廼しさを などで、文字や数字、図厖数塁 に興味や

麓 ： 人•もの•ことに関わろ ： 言葉による伝え合い 共有したりする。地域のゲストティーチャーとの関わりを楽しむ。 閲心をもったり、先生や 友達と一緒に 、必 ＇と出会い、自分の思いを ＇

門 ' ＇ うとする • 
動植物の世話など｀自然環境にふれ｀関 社会生活との関わり 要感をもって活用しようとしたりする。 I ，表現して関わり合おう I ， ． 

I, -------------.. わって追ぶ。 自然との関わり•生命尊豆 数 量 ・図形、文字等への関心・感 寛 、とする。 I 

； I I 

.. - - - - - - - - - - - - -』

ヵヽ

霞 教師が一 緒に遊び な が ら一 人 一 人の興味・随心を捉え4言頼関係を 共適の自的に向かって遵びに取り組めるよう相際の場をつくったり振 り返ったリ これまでの生活でのいろいろな人との関わリを思い起こし、感謝の気持ちにわ
る 気づいていく。 する8寺問をもち｀それぞれの思いをつないでいく 。 つながるように投げ掛けたり凋良いを受け止めたりする。

胃
子ども同士がかかわって自分たちで迫びを進めることができるように 1年 生に親しみをもち一 緒に遊ぶ‘楽しさが感じられ るよう、園内外での交流1呆育 の カードゲームなど、遊びを通して文字や数醤、形や色に興味をもつことがで
遊戯室や園庭・校庭などを租極的 に活用する。 磯会を設け、交流を楽しみにすることができるように事前に手紙などをやり取 りし、 きるような塙を殴ける。

褐示しておく。

r-------------• 
自分 の 思いだけでなく、友達の思いも 運勁会の遊びなど継続して遊ぶ‘中で力を出しきることに満足感を感じ、また、交流 クラスのみんなで同じ思いをもち、みんなで

r-------------、

： 安心して、自分の ’ ＇I 安心感をもち、自分で ＇ I 

脆
• 受 け入れながら遊びを楽しんで い くこ など新たな関わリの広がりを楽 しみ、そのことが自信 となり、苦手なこともやってみ 満足感や達成感を味わう。 自宜心

： 思いを十 分に出 そう ' るなど生 活を広げる。 鑓康な心と体 力を発揮して実現できたことに自信を感じ、
， できる喜びを感じ、 1 

舅
• とに満定感を毎年年 少児や年中児1こ ＇ あリのままの 自分を ' ＇＇ とする。
I 自分が実現したことを、友運や小学生に認めてもらうことに喜びを感じたり、実現． 親しみをもって関わる。自立心 進 学 へ の 期 待 や 怠 欲 をもつ。自立心

I ， 発 揮しようとする。
I 

~ -------------.. したいことが造成できた満定啄を味わったりする。社会生活との関わり I 

で ・-------------・ 
召 贄 年 辰児になった喜びに共感し、自分でしようとする姿勢や異年 齢 児 に たくさんの友達の中 で力が発揮できているか、役割分担をしながら遊びを展開でき 一 人 一 人の力を十分発揮し、クラスの一 員としてやり遂 げた満足感や

る 思いを寄せて自分なりに関わろうとする姿を認める。 ているかを把握し、助言 をしたリ、認めたりする。 達成感が1号られるように認めたり、励ましたリする。

盟
年喪の自克がもてるように、担任向で浬携して異年齢児との関わりの 体を十 分動かして遊ぶ楽しさが味わえるように運動遊真を配置したり、子どもが 進学への安心感と期待感に繋がるよう、 1年生を始め小学生との関わり
さっヵヽ 1ナをつくる。 遊 具 や用 具を自分たちで出し入れしたり、遊びの場をつくったりできるように潟 を が‘楽しめるような時問や域を設ける。

整えたりする。

友達と関わりをもちにくい子どもには、忠いの概渡しをしたり、代弁した クラスみんなでの活動に入りにくい子どもには、その子どもがやりたいことや思い 進学への不安を感じる子どもには、これまでの成長を大いに認め自信に
｛固別の リして関わりを楽しめるようにする。 を受け止めクラスで共有したリ、楽 しんでいる様子を見せたりなど、興味をもてる するとともに、進学への前向きな言葉をかけ、安心できるよう関わる。
支扱 友達に認められる嬉しさを感じ、関わって遊ぶ楽しさを感じられるよう、 よう関わる。友達だけで班びや生活を進めにくい時は1中介役として一緒に漑びや

友達に認められる磯会を設ける。 生活を共にし、思いや考え、イメー ジの憫渡しをする 。

こ 幼 児 期 の 終 わ リ ま で1こ百ってほしい姿



（参考資料4） 下京雅小ブロックの架け橋期のカリキュラム 

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P47より

架け橋期のカリキュラム (1年生）
・------. 
： ：は各視点に お け る 年度当初の子どもの 姿
・------・ 

下京雅小学校ブロック

共通の祝点 1年生 4月

【安心I
学校生活1こ憤れ、安心して登校する。
先生や友達と仲良くなり、自分の学級・学年で安心して過ごす。
先生や友達に親しみをもぢ安心感のある学校生活を過ごす。
就学前施殷で~Iこ付けた力を発揮し、自層をもって主体的に生活する。

S月t頁 6月 ア月ヒ頁

r - - - - - -呵

： ：は各視点における年度末の 子どもの姿
` ------a 

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ねらい

［成良I I自立1
→集団生活のルールが分かり、集団生活に四れる。
→ クラスや学年が自分の居場所となり、安心して過 ごす。
→自分のことが自分ででき、 仲間と共によりよい学校生活を送る。
→学校生活がほぼ分かり、自信をもって学習や生活（こ取り組む。

内 容

【生活］学校での生活の仕方が分かり、安心してすこ＇す 。（生活・学習・給食・遊 び・
小字校生活の新たなルールが分かt)、安心して自分で取り組もうとする。
集団生活 のルー ルが分かリ、租やかな気持ちで四ごすことがでさる。

【友達 ）教師や友達と一§きに学校生活を迭ることを楽しむ。
知 っている友連との関係を大切1こし、新たな友連とも腿わろうとする。 ークラスの友運の名前を立え、関わりを広げる。
学校の様子が分かり、友達と共に活勁することを楽しむ。 →1中の良い友達の輪を広げながら、学習や遊び、生活が充実 する。

荏活動・登下校など）
生活の仕方で分かることが刑え、 よリ安心することで図わリを 広げる。

分のことが自分ででさることに自信をもち、新しい血瑯こ自ら働 さかけ、関わる。

→ 自信をもって小学校生活を送る。

・自らすすんで学ぶ

•みんなと楽しくかかわる

・やれることは自分でできる

迎
携

学
校

家
庭

幼 児 期 の 終 わ りまでに育ってほしい姿を踏まえる。園で 憐れ親しんだ歌や手遊び等 を取り入れ｀楽しみ、安心し、意欲1こつなげる。
就学前施設の保 育者から憫報を得て、指導 に生かす。
就学前施設の保百者に小学校での様子 （学習 •生活） を兄てもらい 、 憫報を共行して指郡こ生かす。
就学前施設の担任と一紺に交 流について具体的な計画をたてる。 交流のm前・事裟で担任同士が打ち合わせをする。

不安な状況等 は年目に伝えてもらうようあらかじめ話しておく。運絡磯を活用したり、四接 話 したりして、安心してもらう。
1まめ電詰〈1まめTEL〉で、児mの様子を伝えて安心してもらう。

次年匹の交流について酎画をたてる。

-

4

7

-

す
す
ん
で
学
ぶ

只：

教
師

一
環
璃

・------------・ 
： 身近な瞬郡こ興味を ： 
， もって関わリ、試し ， 

： たり考えたリする。 ： . ------------・ 

自分の見たい・知りたいところを探検する。
身体や感覚を慟かせて、思いきり遊ぶ。
就学前施設での経験を生かして、遊んだり学んだりする。

ー

L
'’

→学校でのはてな？やふしぎ？を見つける。 →主体的に自己を発揮しながら学びに向かう。

→ 自ら友達や圏境に興味をもって関わり、遊んだり勉強したりする。

園児との交 流をよリよく工夫する。

欲的に遊びや学

・------------・呵

＇ 身近な環境に興味 や ： 
， 疑問をもち、自ら学び I 

＇ 考えようとする。

・・------------・ 
1こ取リ組む姿を認め、よ り主体的 な沿欲につなげる。

楽
し
く
か
か
わ
る

児
なかよしの1中聞と活発1こ道んだ り、みんなで勉強したりす忍

・------------・・ 
： 互 い の思 いを出し合 ： 
， い、みんなで頑張ろう I 

： とする。 ： 

・・------------、

贄
環
埓

幼児期の発荘の特牲を知り、児 童 の意 欲が高まるように記慮する。 一 生活科を中心1こ、疫業の流れ（しかけ）を工夫 する。
児 充 の興味・閃心をつかみ、主体的1こ字密（生活）できるよう1こする。 →生活科を中心に、合科的 •関迎的な如心の工夫をする。

学習や生活、遵びのスタイル＆ストーリー（生活習慣・学習習慣・遊びの場・給食の準備や片付けなど）を大切にした環環や一日の流れをつくる。
学習形態を工夫し、協働的に学べるようにする。（グループ机 、広いスペースの活用など）学習に集中 できるようにする。（すっきり、 はっきり ネ`見克的） 学習のきっかけ が生 まれるようにする。〈しかけ、学びの定跡など）

・--------------`  知っている友連と安心して関わる。 一知っている友連から少しずつ友運の翰を広げる。 一友連が安心の基 地になり、生活が充実する。
， さまざまな人•もの•ことと ， ｝旦任・学年の先生と1中良くなる。 •少しずつ教師や地域の人とも関わリ、楽しむ。
I 出会い、国分の忠いを表I兄 ： 友淫と挨拶したり、名前 を況えたり、迫んだりすることを喜ぶ。
＇ して関わり合う。

・--------------・ 園児との交流を思いきり楽しむ。

保百者の関わリ方を知リ、児豆と一緒に遊び 1̀言頼関係を築く。 ー全教職員 が関わり、信頼関係を築く。
新しい教師や友連』日瑛の変化に戸惑う児 逗 に寄 り添い、閲わる。 → 友達関係の様子を見て、子ども同士をつなぐ支撲をする。

園児との楽しい交流を言tii!iiする。 →交流への思いが高まるような活勁を考える。（手紙など）

教師や友渥、他学年の児童、地域の人々と関わリがもてるような環壌や機会を忠 図的に設定する。
（全教職呉 で一緒に楽しむ・温かく見守る・子どもの目線で話を閾く・笑顔で迎えるなど）（他学年児童と集団登校・

回 のルール の必四l生を伝え自ら守ろうとする姿を認め る。
→みんなと関わり、がん ばることの楽 しさを感じられるようにする。

→交流での経験を生かして1年生を迎える気持ちが高まるようにする。

会活動・たてわり活勁など）（家庭や地域の人々の見守り活勁）

芦
分
で
で
き
る

男

~------ -- --一 ｀ 就学叩施設でしていた滋ひ‘で遷ぶ‘。
：安心唸をもち、自分ででさる ，就字叩施設での経映を話したリ、伝えたりする。
I 害びを感じ、あリのままの ：自分でできることは、自分でする。
：自分を発揮する。

・--------------・ 

►少しがんばれば｀でさることにチャレンジしべ只きた喜びを味わう。
友遠のステキを兄つけ、伝え合う。

-• 自分ががんばったことやできるよう 1こなったことを考えていく 。

園児との交流の中 で自分のできることを曰後までやり切り、振 り返 る。

r - - - - - - - - - - - - ,, 

： 自分の姿を只つめ 、 ： 
＇ 頑5Ji1リや日さを兄つ I 

： けようとする 。 ： 

・・------------・ 
教
師

一環
環

個別の

支援

幼児期で身に付けた力を発揮できるようにする。 →不安を表す時期の1固人差を受け 止 め、安心できるように関わる。 →単元の終末のふり返リを 大切にする。
1年生1こなった四びを受け止めつつ 安`心感がもてるように関わる。 ー自分でできるようになっていく姿を認める。 ーできるようになったこと、ついた力を知らせ、認める。

見選しをもって生活できるようにする。 (1 日の流れ•朝の支度の手11 |n•当密などの役割表示）自分で選択して活動できるようにする。 （教室内の道びコーナー・オープンスペースの活用など）
生活上のきまリ等を狽 克的 1こ四解できるよう1こする。（迫只箱の盛咄整頓・靴のそろえ方など）

不安な姿を見せ る 児mには個別に1渕わり、安心できるよう1こする。できるだlナ震数の教口を記11!!1し、個人・学級1こ自が行さ届くよう1こする。
生活の仕方（トイレ・手 洗 い等 ）に戸級う児口には丁寧に関わ る。支援が必媒な児mには、1旦任を中心に、複数の教只 が関わるようにする。
児6の遊びや人閻I~係を観察し、うまくかかわれない児磁1こは祖櫂的1こ声かけをして、一緒1こグループに入れるようにする。



（参考資料5） 竹田小ブロックの架け橋期のカリキュラム 

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P54より

架け橋期のカリキュラム（竹田小ブロック•5歳児） 期待する子ども像「夢に向かい、つながりの中で主体的に生きていこうとする子」 竹田小学校ブロック

-

5

4

-

共通の視点 4•5月 6 ・ア •8月 9・10月 | 11 • 12月 1 ・2・3月

望ま し い
安心•安定感 自儒・充実 車己発揮・協同 協向・期1寺

•新しい暉境に慣れ、安心•安定感をもって ・身近な環 垢 こ 虞lわリ、試したり考えたりして ・友i!I!関條を深めながら、自分の力を | ・友遠と共通の目的を見出し、工夫した り 協`力 ・学級全1本の課諷に取リ組み、やリ遂げた充実感を味わい、就学への
発連の姿 生 5舌する。 遊ぶ’• 十 分に発揮して遊び、生活する。 したりする。 期待をもち、成長を感じる。

• 生活に見通しをもち、自分たちで生活を展開する。

園］•戸斤で ・•・•・ 生菩興プごの活味ーっ一ルのを自遵も然塩l 陣ちびづに,考国麻.くな,りれし・ー（岡るロりル（ッ虫試の・カ探しあ当ーたしる壽・即リ・四活草す箱動鵬花るな的獅（（どツ詞なみ）マ迫肖）国グ匝びロ感•圏（国しヒ食つョ•のウ9砂ま戸モとやンリ召泥の•・祖皐．幼色子食虫水如面な革の9どび等誤のな）拶飼l ど瞑）育素直l ·•l材一口崎'人l"·・ l一膚薮印鉢ll1・て践濯遊埠lぶ）直 忠己燿• 感
• 1本を培同の動物制自か然作のす収を、絵遊取穫画びりと、入調制ルれ珊作ーて活ルバ遼動のーぶ等あテ画る・ィ歌歴遷ーや］び·、仲匿お面良り店し・•屋国マ遊ごラびっ・ソ国、こ楽ンな器・直面ど遊り直・び・屠匡菌なり面ど・贋想］． 

・正月壬芯':',~己,:島園喜．幽薗・栽 匿図 ・ • 生活
唇開される ・共 ・クッキ湮ン•グ国（ご飯・昧唸汁） 直［ • 修了 お別れ遠定・記念製作等）

注引動 ・をK • I」＼学

• お茶会体験（幼）直」•国 ・ 生活発表会 (1呆）劇造び・和太該墨吐湮り・皇り ・ 湮り ・当 薔

・年長児1こなったことを盃びいろいろな友 ・友達と考えを出し合い相手の忠いを分かろう ・共通の目的に向かって、 一 人 一 人が力を出し、達成する醤 びを感じる。 ・友逹と共通のイメー ジをもち、相談しながら遊びに必要な場を構成

幼 達や先生と関わって遊ぶ楽しさを感じる。 とし、遊びを進めようとする。 •いろいろな素材や遊冥を工夫して使い、友達と一緒に班びに使うものをつくったり、かいたり したり、必要なものをつくったリする。
II •新しい保育室に慣れる。 ・友達とイメージを広 げ な がら遊んだリ、年下の することを楽しんだリ、歌や楽器遊びなどの表現活動を楽しむ。 ・遊びや生活を振り返り、自分の成長を感じ、さまざまな人への感謝の

児 ・友 達 と イ メージを膨らませて遊ぶ。 友達と関わったりすることを楽しむ。 ・運動会の遊びやお店呈さんなどのごっこ遊び を 異 年 齢 で 楽 し む。 気持ちをもつ。

つ ・自然物と関わり、考えたり、試したりして遊ぶ。 ・年下の友達など相手の立 場に立 って言葉をかけて曲わろうとする。 ・小学生と1ここにこタイムで交流し、就学に期待する。

な 攘
・教師もともに遊び、一人一人の忍いを受け ・グルーブやクラスで話し合う磯会をもち、教師が ・i中繭がいるからこその遼びの楽しさを感じたり、気付いたりできるような言菜をかけて関わる。 • 一人一人の姿を認め、自分の力を発揮できるように励ます。

止め慮頼関係を つ く る 。 ― 人 一 人 の 安 定 す 柑店度しをしながら互いの思いや考えを出し合え ・共通の目的に向かつて遊びを進める充実感が昧わえるように、友遠と考えや忠いを出し合う • 自分もクラスの仲間であることの喜びを感じたり｀友連の良さを認め

力ゞ 助 る場所をつくる と と も に 子 ど も 同 士 を つ な るようにする。互い に認め合える関（系づくり。 姿を認める。 た り し な が ら 力 を 合 わ せ て 取リ組もう と す る 姿 を 認 め る。

リ
しヽでいく。

安 J粟 •新しい1呆育室に憤れ、自分たちで生活の ・遊びの振り返りでは、 ICT機器や写真を活用し、 ・見通しや期待をもって活動に取り組めるように、視覚的に分かりやすい環塙を工夫したり、図 ・幼保小が互いの様子が分かるようにDVDを活用した交流の磯会を

、Eヽ 遥を四える気持ちがもてるようにするし 祁おこ的1こイメージが共有できるようにする。 を見て話し合ったりする． 設定する。
i寛 • 安定する場所、遊びの拠点となる場所の環境を工夫し、友運とのつながりを感じられるようにする。 ・友逹がつくったりかいたリしたものを見て、よさに気付き認め合う時岡をもっ。

． 

安 幼
・横々な素材や材 料 に 親 し み 、 心 を 幽 放 さ せ ・友達と共通のめあてをもって遊びを進めていく • みんなで考えた遊びや生活のルールを必要喋を感じて守ろうとする。 • 自分の役割を自寛し行勁し、役割を果たす喜びを感じる。
て辺邑ぶ。 楽しさを感じる。 ・友逹と力を合わせる遊び勝ち負けのある遊びを通して、自分と向き合い苺藤した り、友淫と ・絵本やお話を四いてイメー ジを膨らませ、登場人物になりきって表現

定 児 ・グループの友達と相談する機会をもち、 ・ごっこ遊びでは役になりきって、自分で言葉を 遅成感を味わったリする。さまざまな遥動遊びに興味をもち忠欲的に取り組む。 したり、気持ちを考えてセリフを言ったりして友達や先生と劇遊びを

感
動物当番や昼食時の当番をする。 考えて友達とやりとりをする。 • こっこ遊びなどの取組で、数字・又字・標識などに関心をも芦活動に取り入れる． 楽しむ。

を
主 ・年只児1こなった薔びに共感し｀自ら活動し ・意欲を受け止め め`あてがもてるように提案した •一人一人がめあてをもち、意欲的に取り組んでやり遂げるよう、自ら考え、動く姿を克守り必 ・友達と意元がぶつかったときは］附尋して折り合うことができるよう

1本 f畏 ようとする点欲を 受け止める。 り、試したリエ夫したりできる場と時問を時には 要な時を見極めて援助する。 （こ、子ども同士で解決する姿を見守る。
育

助 ・遊びの継続性を大事にするため、グループ 他学級の担 任 と 連 携 し 確 保 す る。 ・自信が｀もてるように認め励ます。

む •性 で時差をつけて給食を食べる。（保）

・見通しをもって生活できるように、絵カード ・ 身 近 な自然物や生き物と触れ合う機会を多くし、 ・戸夕＋や小学校運動場で思い切り体を動かす機会を設ける。 • 国】在ラ亭など予定をカレンダー1こ田いたリ「あと伺日」と数えたりして｀

II II 
環 を用い 、一 日 の流れを分かりやすく知らせる。 子どもが興味をもったものや疑問に感じたことを ・季節の行事や自然 1こ親しめるように 自然物や子どもの作品を飾ったリする。 主体的磁欲的に生 活 で き る よ う に す る。

i夷 ・友 運 と 関 わり が生 まれ る塩 所や 遊呉 を選 ぶ。 追求したり、謎続 して成長を見たりすることがで • f呆育丁室塁の朽t子こを 「5」ずつ恒；いた；リチケットを数えたリするなど、生活の中で「5」の概念や「1対
きるようにする。 1対応Jを意t武できるようにする。

・登：降園・所時に家庭での様子を蘭いたり、園での様子を伝えたりして、保護者との信頼関係をつくる。日々の子どもの姿や活動のねらいをホームページや園だよりなどで伝え、ともに成こを喜ぶ。

・個人感談で家庭の背景を知り、保翌者が必要な支援を知る。 ・活動のねらいや子どもの様子｀連絡事項を1固別1こまた呉1本的に知らせる。

・学級懇訟会で園の教育方針や学級経営lこついて伝える。 ・涵勁会や生活発表会など保證者が参観する行事では取組の様子やねらい、過程での育ちを伝える。 ・学級懇訟会で子どもたちの成長の姿を伝え、保護者

支
家 ・展示：食 と レ シ ピを震示し、家庭でもいろいろな食材に触れられ るよう1こする。 ・給食のメ＝ュ ー を 通 し て 親 子 ク ッ キ ン グ を し てかかわりを楽しみ、食材を知ったりする。

が安心して就学準備をできるようにする。

・生活習頃の自立について保護者と確認し、小学校生

叛
庭 ・就学支援シート説明会を行い｀保護者が安心して遵学について考えられるよう1こする。

（保白所では炊飯と味咆汁づくり）
活での戸感いを少なくできるよう、家庭での対応の仕

． | ・弁当箱をクロスし包む。 | ヽ （ | | ・気温に合わせて、 自分で服装の調整をする。 ・薄着で遇ごす 。 方など保票者と連携する。

連
・嬬いなものも少しは食べようとする。 •お手伝し活勁調理、 布団敷き）をする。

・塁 い時はシャウーを浴びたり汗を拭いたリする。

班 幼 ・入学当初の授業参観に参加し｀ | ・幼イ呆で顔合 わ せ を行い｀| | ・学校で交流したリ、冠動場で走つ | | ・小学校の行事に参加し、ともに活動し、いろいろな友達や先生と関わることを楽しんだりよカイ呆小 | | • I」ヽ学校の1ここにこタイムに参 加し、新しい友逹や生活の | 
｛呆

1年 生の様子を知る。 茅斤しい友達を知る。 たリして、学校に親しみをもつ。 の一体慮を喋じたリする。 仕 方 を 知ったりして、学校生活に期待をもつ。

・授業参観や保育参観を行い｀それ

I」ヽ ぞ｀れの教育について知る。
• 砂場の交流では軍前にねらいと瞬環1こついて共有する。交流し ・運 動 会後の交流保育では珈前にねらいと環環、 司会担当など進め方について話 し合う。

ながら迷いがあれば、確認し合う。 事後に育ちや改苔点について出し合い次年度につなげる。

・学級全体の活勁では、全日そろってから、 • こ‘っこ辺王dなど｀老きカロしにくい子どもには、役割や ・遊びのルールを理解できにくい子どもには、図を用いるなど視覚的に説明したり 、その塩で ・就学への不安感をもつ子どもには、遊びや 生 活 で 自 信 を も っ て い る
1固への 全体への話を担任から閾き｀その後個別 言葉などをはっきりさせて、加配教口 と運携して 1云えたりする。 場面を見つけ認め、自分の良さに気づくことができるように関わる。

l 
［こその内容を伝える。 参 加しやすい援助をする。 ・劇遊びでlat参加しにくい子どもが参加しやすい場面を作り、ストー リーを子どもと考え創作 DVD視聴で学校生活の様子を知り、学級全員で期待感が共有でき

支 競
する。 る よ う1こする。

＊「日所で震四される活動」内に幼児期の終わりまでに育つてほしい姿を略して入れている。障l：四ばな心と体酒可：自立心咳：協同性直：道惚性·燐範恵回の芽生え面：社会生活との閲わり雨 ：忠考力の芽生え庫痴：国然とのOOわり•生命尊口障：数羞や図形、 1票閲や文字などへのOO心・哄覚置1 ：言菜による1云え合い万1 ：攣かな感牲
と表m 「支援・迎携」の「家 庭」の四角の枠は家庭と辿携して身につけたい生活習慨経繋． 「幼1呆小」の四角の枠は繰験させたい内容



（参考資料6） 竹田小ブロックの架け橋期のカリキュラム 

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P55より

架け橋のカリキュラム（竹田小ブロック・1年生）期待する子ども像「夢に向かい、つながりの中で主体的に生きていこうとする子」 竹田小学校ブロック

ー

5
5
ー

共遺の視点 4月 5月 6月 7・8月 9月 10月 11月 12月 1 ・2月 3月

望ましい 安心•安定感 安心•安定感・1中園づく リ・達成感 自立・充突・協 力 自立・充突・協 力 協同・自唇 期待

発遭の姿 • 新しい漏壻に慣れ、安心•安定感をもって生活する。 ・身近な環境と関わリ楽しく安心して遊んだり生活したりす る。 ・身近な環埠や敦材と関わりを深め｀気持ちの ・クラスや学年共通の目的 に向けて学習・活珈こ ・自分たちの生活や学醤を振 リ返 り さ`らに成長

自己調整をしながら｀学校生活を送る。 協力しながら取り組む。 するため1こ意欲的 1こう舌血 す る。

l」ヽ学校の生 活 科 ・学校生活の仕方を知る。 • いちねんせいがはじまるよ ・学校生活の仕方に慣 ・なつとともだち • 生；舌詞ベ • 1本育発表会 • 1・2年合同校外学習 • みんなのにこにこ ・ふゆとともだち ・にこにこタイム

を中心とした各 ・学校生活集団 生活 のルー • なかよしいっばいがっこう れ る。 ・フJ<逗び ・わくわくプラン • あきとともだち ・き楽発表会 大さくせん • もうすぐみんな2年生

教科等の単元名 ルやマナーを知 る。 たんけん • さいてほしいなわたしの ・わくわくプラン • いきものとなかよし ・キズナ1乍文 • TAKEDAフレンドフォ

や；舌勁 • 一年生を迎える会 lal:な ーラム

・友達にあいさつしたリ自己紹介をしたりし、お互いに巽味を ・気の合う友達と仲 良く遊ぶ。 ・学年の友遥と仲 良く学習したり遊んだりする。 ・上級生と仲良く遊んだり学習の交流をしたりする。 ・友迂同士でこの1年 岡 を振り返り｀自分や友この
児 持つ。 ・クラスの友だちと一緒1こ学芭し、ペアや グループ で蓬成感や ・相手意悶をもって学習活動に取リ組む。 ・クラスや学年の友達と運成感や喜 びを共有する。 成長に気付き、進級への期待を高める。

・幼稚固や保育所で経験した遵び を一 緒 に楽 しむ。
喜 びを共有する。

・友達のいいところをみつける。 ・家族や家庭における自分について考える。 ・友逹と協力して 1ここにこタイムの活動を考え｀
主 ・クイズを出し合ったりインタビューした仏一 方 的ではない交

消：を楽しむ。
準倣する。

つ ・家庭 や 幼稚 園 ・保 育 所 で の 様 子 を知弘遊びや会話を通して ・オ目手憲識がもてるような声かけをする。
・担任以外の教職員もあたたかく積極的に関わり信頼関係を • お手本にしてほしい上級生の言勁に注目させる， • 自分自白や友遥の成長が尖感できるような活動

な 支
1言 顆関1系を・菜＜。

菜く。
・児窪のいいところを積極的に取リ上げ 、褒め 、広

・家庭生活に1闘わる活動を設定する。 を設定する。
・突顔でゆつくりと宵定的な言 葉で話しあ た た か い 関 わり方を めるようにする。

カゞ 9心 がける。
・子 ども同士 をつなぐ支援を行う。

・クラスや字年などの他 とのつながりを 大 切lこで
・学校外の人たちとの関わリにも 自 を 向け 、公共の ・自僭をもち、進級への期待が高まるように、新1

i愛 • Iここにこルームで、安心して遊ん だ り楽 しく歌ったりする中で、
・集団で遊んだリ学習したりする楽 しさを感じられるようにする。

さるよう稟団］の芯まりやいいところを頭嘩的に ルー ルや マ ナーを意殿でさるようにする。 年生の存在に気付げるようにする。

り 教職員や友運 とつながりをもてるようにする， 取 リ上げ、褒める。

• 学校敦百目憬や学級目様を伝える。
・学習の中に共同学習・ペア学習の垢を設定する。

・見つけた：友芯のい いところを広げられるような • 他とのつながりが感じられるような写真や絵を ・友這の頑張っていることが1云わるように、子・ども環 ・幼稚国や保 育所での経験を生かした学習や遊びの苓を設定 場を設定する。
掲示する。 の 成 果 物 を 掲 示しておく。す る。 ・学習や活動のめあて・振り返りを提示する。

土克 ・全面攣敷きのにこにこルームを1年敦室の隣に設定し、遊呉 や
・学芭・活動の娠り返 リを掲示し共有する。

絵本等を置き、安心して遊ぺる環境を作る。

安 児
・幼稚薗や保吉所での経験を生かし、生活・学習を進める。 • 自分の読みたい本を探し 、 9売田を遊める。 ・健康的な生活を意識する u • 上級生に自分の思いや考えを伝えながら学密を • これまでの学習経験を生かし、自分の思いや彎
・卦旦1王に自分の思いを1云える。 ・ペ ア で 自 分 の 思 い を 伝 え 合 う。 ・グ ルーブで自分の 忠いを伝え合う。 這める。 えを表現しつつ、比較をした り、迎いを感じた り

＇じヽ
』瓢 • 色を塗るなどの闊単な形で学習・活動の振リ返りをする 。 ・ペ ア や グループでの活動を楽しみーワラスや友達 しながら学習を進める。

． の た め1こできることを考える。

安 • ~'G重の特怯を知り 、児立の忠欲が高まるように配虔する． • 生活や学習の中に自分で選択する場を設定する。 ・ 早寝 ・早起き•あさご［なんなどの堕康的な生活の • 上級生は陵しく顆りになる存在であることを伝え
• もうすぐ2年生に進級することや新 1 年生のよき

主 るし9

定 支 ・児田の実態に合わせて柔軟（こ時悶割を組む。 ・子どもの意悶や思いの流れを大切1こした1受文を構成する。 置要さを伝える。
・ペ ア や グループ で の 活 動 な ど 友 運 と 関 わ り な が

毘本となってほしいことを1云える。

1本 ・ストーリ一性 をもたせるなどのエ 夫をすることでスムーズに ・できるようになったことを実感できるような声かけや しくみを • 自分一人でも迫められるような学四 ・活動方法を
ら学ぶ機会を多く取り入れる。

・入学からこれまで上 級生や周囲の大人が支えて

感 撲i 取 り組めるようにする。 意醐して行う。 取 リ 入 れる。 ・遵動会や育楽発表会の行事を通して逼 成 感 が も くれていたことに気付けるようにする。

を
＇性 てるようにする。

育
・絵や写口な どの視覧的な指示を使って安心感をもてるような ・学習・活動に関連する並行院鬱を用 憲 す る。 ・学習や活動1こめあてをもって取り組む。 ・意欲が高まるような教材を作成したり、幼稚薗 • ;:;れまでの学習の足跡がわかる学習カード等を

場を設定する。 • 主体性を萬め合える・刺激し合えるような学習形態にする。 ・学習活動後に感じたことを言稟で記録する。 から1昔リたりして用憲する。 すぐに克ることができるようにしておく。

む
環 ・一 日の生活や学習の基本的な流れを確立する。 • 自分の00という忠いで慈欲的にかかわったり扱ったリでき • いろいろな物に興味•関心が拷てるように可能 ・係活動や当番活動について話し合う機会を増

i寛 ・約 束 や 進 め方などは伝え共有した後に自分で磁認できるよ るよう、個別の場所・物を用窟する。 な限リ多糧類の教材等を用愈する。 やす。

うに掲示 等の工夫を行う。 ・児ま自身で学習・活勁できるように動画教材 等

｛ ： 
を準i商する。

・克迎しをもってもらえるように向もって学習や活動について ・家 庭 学 習 や 読 詈等 、家庭［こも協力して取り組んでも らえるよ • 生活リズムを把瞑し、｛建類的な生活を意識しても ・個人想談会でよさや頑張り、課題を共有する。 ・半 日入学・入学説明会で、新入学予定児直が朗

家
の迪絡をしておく。 うに学級通信等で慟きかける。 らう。 ・子どもがお家の人のために立てたにこにこ大作戦 待と安心感をもって入学できるように工夫する。

・ザ兒章 の情報を家底から得たり、字校は子どものよいところを ・個人懇緊会で子どものよいところや頑蛮り等を伝え、今後に ・授業参観で子どもやクラスの様子を知 ってもら を汲止カヽく見守ったり、コメントしたりして家底での ・子 ど も た ち の 成 長 が 伝 わ る 授 業 参 観 懇 談 会 を

支
庭 知 っていることを発｛言したリす忍 つなげ るようにする。 い 、共に健やかな成長を考え見守ってもらえるよ つながリを深めてもらえるようにする。 設定し、 2年 生 へ の 見 通 し を 持 て る よ う に す る、＇

援
・保 護 者1こ連絡や伝えたいことがある場合ば積極的に家庭訪 う1こする。

問する。. 
連 ・幼保小 連絡会で新入字児蘊の愉報を交流する。 • 新入学予定児童や家庭の情韓を得る。

幼 ・幼 稚 薗 参 観 や 保 育 所 参 観 で 、 保 育 や 薗 児 の 様 子 を 知 る と と も ・幼 1呆小 連絡会で情報交換を行う。 ・にこにこタイム「秋見つけ」を実施しぷ力保小 の子 ・幼稚園や保百所で経該していることについて知
・幼 保 の教員・i呆百者の顔合わせ をするし9 に、園児に小 学校教目の顧を知ってもらう。 ・幼稚園・保育所のモ動会を小 学校の校長や教員 ども同士が交流する。 り．次年度の計画を立てる。

抄 1呆 • 5歳兄の担任 だ っ た 幼 保 の 先 生 尊 に 授 業 参 観してもらい、 1年 ・幼 1呆 小 迪 絡 会 で 開 報 交 換 を 行 う。 が晃字する。 ・ぐんぐん広場（幼保）を英施し、交流する。 ・授藁参 観にて子どもの1年闊の成畏を知 っても
生の様子を知ってもらう。 • ［ここにこタイム「水遊び」を実施し、幼保小 の子ども同士が交 ・ミニ運動会（幼保小）を実施し｀子ども同士 が交 •小学校の音楽発表会へ幼稚園・イ呆育所の園児を らう。

l」ヽ • ［ここにこタイム「砂場交流」を実施し、幼保小 の子ども同土が 沃tする。 消tする。 ｝召行与する。 • Iここにこタイムで、入学予定の児章に｀ 小 学校を
I 交流する。 紹介する発表会を突施する，

•一人一人の思いや背昂｀ 内面をしつかりと見つめ｀その不安や ・凝喝や不 安の出 し方を伝える。 • 生活の乱れから遅刻しがちな児蘊筈の家庭へは、 ・遮んで取り組んでいる姿を1!!!葉 で 伝 えぶ印成感を ・成長した姿を喜ぴ、共有し、次年度への期待感を

i固への 緊湛感を理解し｀様々な子どもの姿を受げ入れ る。 ・できていないことや困っていることがあっても「Oこ）さんがい 生活調べの取組前後1こ遅絡をし、震置的に進め 高められ るようにする。 高められるようにする n

支援
・困っている児 醤 の 家 庭 に 連 絡・相談し、次につなげる。 るだけで、学校に来てくれ るだけで花丸！」ということを伝える。 てもらうようにする 。

・困 りが予想される家庭に前もって迎絡をし｀家庭での協力を ・芦分の姿を振り返リ、次につなげ忍固った時は困ったと自分

?9 
1尋る。 で 琶 えるようにする。




